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１．はじめに

窒素、リンは富栄養化の指標として重要であるが、珪藻の消長という観点

から溶存態ケイ素（以下、DSi）も近年注目されつつある。沿岸域における

DSi と藻類挙動に関して東京湾等の海域で調査研究が行われているものの 1)、

有明海での検討例は少ないようである。本研究は、有明海における DSi と藻

類の挙動について基礎的知見を得たものである。

２．計算方法

DSi の海洋への供給源として、一般的には河川からの流出に加え湧昇流に

よるものが報告されているが１）、本研究では河川からの影響のみを対象とし

た。有明海における河川からの DSi の流入負荷は L-Q 式で与え、対象流入

河川は、有明海に注ぐ 8 本の一級河川とした。図-1 に有明海を 11 のエレメ

ントに分割した概略図を示す。各領域の濃度は空間的に平均化されたもの

として取り扱い、低次生態モデルの Chl-a 計算において、本研究では藻類

種は珪藻のみとした。陸域からの藻類流入はないものとし、増殖式は Monod 型とした。計算対象期間は 1991

年～2005 年、計算ステップを 1 日とし、本研究で用いた有限容積モデルの概略式を式(1)～(3）に示す（本報

では DSi について例示）。藻類に関する反応項は死滅と増殖そして沈降を考慮した。
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V:エレメントの水の容量, Qnm:エレメント nとエレメント mの交換流量, δnm:エレメント n とエレメント mの移流係数, E’nm:

エレメント n とエレメント m の分散係数, n,m:エレメント番号, Sn:反応, ＫD:死滅速度, θ:温度補正係数(死滅), TD:死滅温

度, T:水温, Chl-a:クロロフィル a, μmax:最大比増殖速度, TG:

増殖に関する温度補正係数, DIN:無機態窒素濃度, PO4:無機態リ

ン濃度, DSi:溶存態ケイ素濃度, ＫＮ:無機態窒素の半飽和定数,

ＫP:無機態リンの半飽和定数, ＫSI:溶存態ケイ素の半飽和定数

３．研究結果および考察

図-2 に対象流入河川である筑後川と六角川の流量と

濃度及びDSi負荷量の関係を示す 2),3),4)。紙面の都合上、

他の河川については割愛するが、六角川を除いて流量と

DSi 負荷量は、他の流入河川の全においてほぼ比例関係
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図-2 流入河川の流量と DSi 負荷量、濃度の関係

図-1 有明海概略図
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にあるものの、若干ではあるが希釈の影響

も認められる。六角川においては、流量増

加に伴う DSi 濃度の上昇が見られ、河川底

泥からの溶出や巻上げによるものと思わ

れるが、詳細は今後の課題である。有限容

積モデルを用いて、L-Q 式に基づく陸域か

らの負荷のみで計算した結果の一例を図

-3 に示す（エレメント 1,3,5,9）。他のエレ

メントについては紙面の都合上割愛する。

エレメント 1,3 においては、2001 年以前の

実測値は欠測である。湾口域に相当するエ

レメント 1 では外海の影響もあり濃度が

低く変動も小さいが、湾奥のエレメント 9

では、流入河川の影響を強く受けるため

DSi 濃度も高く変動も大きい。有明海全体

的に見て降雨量の多い夏期に DSi 濃度の

上昇が見られるが、1994 年の降雨量は例

年に比べ降雨量が少なかったため DSi 濃

度は低いレベルとなっている。図-3 に示

す結果から有明海の DSi 濃度は概ね陸域

からの流入負荷によって支配されること

が確認されたが、藻類への摂取による DSi

濃度の減少傾向も若干ではあるが認めら

れるようである。その事を踏まえ、藻類へ

の摂取を考慮した計算を行いその結果を

図-4 に示す。珪藻増殖に伴う DSi 濃度の

減少が夏期、冬期共に確認されモデルの再

現性も向上した（特に、1991 年、1993 年、

1995 年、1997 年、2003 年）。

４．まとめ

陸域からの DSi 流入負荷の影響が支配

的であると言えるが、若干ではあるが珪藻

増殖による DSi の摂取も確認された。DSi

の挙動に関しては溶出による可能性も否定できないが、今後の課題としたい。
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図-3 計算結果（陸域からの負荷のみ）

図-4 計算結果（藻類考慮）
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